
頁 該当箇所 正

27 コラム内上5行目 平成22（2010）年

109 脚注 国内採種量

328 図中 分析AIシステム

345 脚注 平成22（2010）年

399
昭和35年

中央卸売市場数
42

400 主な指標 （昭和35年）

（穀物）
（果実）
（野菜）

（畜産物）

2,095億円
  150億円
   77億円
  948億円

1,049億円
75億円
38億円

1,449億円

408 主な指標 （昭和45年）
（10a当たり田植え労働時間）

（10a当たり稲刈り・脱穀労働時間）
26時間
38時間

23時間
36時間

417 主な指標

（平成22年）
（昭和35年）
（平成22年）
（脚注）

（農家数）
（うち男子生産年齢人口がいる割合）

（新規学卒就農者）

163万戸
73%

1,770人
（未記入）

163万戸
＊9

69%

1,770人
＊8

*9は販売農家数

419 主な指標
（昭和35年）
（平成22年）
（平成22年）
（脚注）

（耕地面積） 607ha　→　459ha
（作付延べ面積）
（作付延べ面積）
（耕地利用率）

814万ha
424万ha
92％

（未記入）

607万ha　→　459万ha
813万ha

424万ha
＊2

92％
＊2

*2は平成21（2009）年の値

　平成23年版食料・農業・農村白書（平成22年食料・農業・農村の動向　平成23年度食料・農業・農村の施策）に、下記の誤りがありま
した。お詫びして訂正いたします。

分析!#システム

平成21（2009）年

61

誤

国内需要量

平成23（2011）年



頁 正

83
      平成12年（2000）
　          65歳以上（％）
　          75歳以上（％）

61.4
19.7

52.9
16.9

　平成23年版 食料・農業・農村白書 参考統計表に、下記の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
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